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　市営の日帰り温浴施設として親しまれてきた湯
の瀬が、８月28日、「津市榊原温泉湯の瀬」とし
てリニューアルオープンしました。
　旧湯の瀬は市民の健康増進と観光振興を目的に
昭和63年に開設されました。以来、令和３年11月
の閉館までの33年３カ月で延べ640万人にご利用
いただき、平成５年のピーク時には年間利用者数
が27万人を上回るほどの盛況ぶりでしたが、近年
は老朽化に起因する度重なる設備の故障と利用者
数の減少も相まって公費負担が増大し、施設の再
整備が急務となっていました。
　修繕による施設の一時休止や休館等でご不便を
おかけしながらも、安価に利用できる旧湯の瀬は
閉館まで年間15万人前後が訪れる施設として市民
サービスを担い続ける一方で、榊原温泉郷地域の
活性化に寄与する目標は未達に終わりました。設
立当初こそ平成３年に83万人を記録するほどのに
ぎわいを見せた榊原の観光入込客数増に大きく貢
献したものの、その後減少に転じた榊原温泉の客
数、旅館数は、現在ともに半減しています。
　大規模修繕ないしは建て替えを検討するに当
たって明確にすべきは、まず市営温浴施設として
の湯の瀬の役割と今後の在り方です。設立から30
年が経過したところで、改めて地元に公営の観光
施設としての存在意義を問いかけたところ、榊原
のまちの魅力をより多くの方に体感していただく
ためにも、津市が日帰り温浴施設の運営を続ける
ことを歓迎するとのご意見を頂戴しました。
　ここから、整備手法の検討が一気に本格化する
ことになりましたが、整備に市税を投入するから
には市民の理解が得られなければなりません。
　旧湯の瀬は大人550円(65歳以上250円)と、利
用料金が低額なことから、収入で運営費用の全て
を賄うことはできず、一部を公費で負担していま
した。平成25年秋には窓口業務を民間委託に切り
替え支出の超過を年間600万円程度まで圧縮しま
したが、今度は、老朽化に伴う修繕費がかさむよ
うになり再び損失が膨らんできていました。

　新しい施設は低料金を維持しながらも損失を出
さないという難しい課題をクリアする必要があり
ますが、年平均1,500万円の赤字解消のためには
運営経費の削減と温浴施設以外での収益獲得を目
指すしかありません。
　そこで、津市は民間のアイデアとノウハウを活
用する官民連携の制度を導入して湯の瀬の整備を
進めることを決め、平成30年６月より関心を示す
企業からの提案を募ることにしました。
　その内容をもとに、有識者による協議を行った
ところ、施設の設計・建設・運営を一体的に民間
事業者に委ねるDBO(Design-Build-Operate)方式で
あればランニングコストに税を投入することなく
施設の新設が可能であるという検討結果が取りま
とめられました。
　新しい湯の瀬の整備手法が固まったことから、
令和元年９月、公募型プロポーザルにより募集を
開始し、応募した４つの事業者の中から最優先交
渉権者を決定しました。
　その事業内容は、美肌効果の高い榊原温泉の効
果を最大限に生かしたアンチエイジングをコンセ
プトとした日帰り温浴施設に「福祉型の観光滞在
施設」を併設するユニークなものでした。ご利用
を障がい者や介助が必要な高齢者など観光旅行が
困難な方に限定してご家族で温泉を楽しむ宿泊施
設を建設し、地元旅館と競合することなく新たな
顧客を迎え入れることを目指します。
　追加事業に当たる福祉型滞在施設には2.1億円の
建設費を要しましたが、事業者から津市に年間
1,300万円が20年にわたって納付されることによ
り、津市に負担が生じることはありません。
　この夏、新しく生まれ変わった湯の瀬は12区画
のオートキャンプ場と17張のキャンプサイトを備
え、温浴施設棟にあるレストランでは、新鮮で栄
養価の高い榊原産の食材を使った田舎料理が楽し
めます。館内には、地元農産物の直売スペース
や、榊原温泉振興協会による観光案内所が設けら
れ、榊原の魅力発見の拠点としての機能も強化さ
れました。全館バリアフリーの宿泊施設には車い
す対応の貸し切り風呂とリフト付きジャグジーが
備わり、日本で２番目に開設された福祉旅館とし
て全国から注目されています。
　ぜひ一度新しい湯の瀬にお越しになり、いにし
えの名湯で体を癒やし、榊原の美しい自然と豊か
な食を存分にお楽しみください。

　友好都市提携25周年(上富良野町)…７月16日
　明治30年に北海道上富良野町開拓の第一歩
をしるしたのは、安東出身の田中常次郎氏。大
正15年の十勝岳噴火災害からの復興を率いた
のは一身田出身の吉田貞次郎村長。友好都市提
携25周年を機に斉藤繁町長と今後の観光、経
済、防災、青少年交流について協議しました。
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